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研究成果の概要（和文）： 
デザイン知の形成と適用のプロセスを創造的認知プロセスとして解明すること，デザイン研究

の方法論を構築することを目的とし，デザインの内部観測と外部観測の融合によって，従来の科

学では捉えられないデザイン知を浮き彫りすることを試みた．デザイン主体の会話記録やインタ

ビュー記録を資料とし，概念空間の遷移を創造的認知プロセスの現れとして分析した．概念空間

を提示して創造的認知のメタ認知を促進し，概念空間の遷移に現れる影響を考察した．避難行動

を生存のためのデザインとみなし，避難行動の証言の構成的構造を抽出した．概念空間を表現す

る手法の構築，「一人称」的デザイン研究の方法論を構築した． 
 
研究成果の概要（英文）： 
The final goals are (1) to investigate processes of acquisition, formation, and application of 
design intellect by seeing them as examples of the process of creative cognition, and (2) to 
establish a methodology of inquiry into design. Experimental studies, in which the 
cognitive process in design is extracted from the conversation among the designers, the 
clients, and the researchers, are executed to elucidate some features that are not clarified 
by a traditional scientific approach by integrating designer’s internal observation and 
researcher’s external observation. In addition, stories of tsunami survivors are analyzed to 
extract their cognitive process in prompt design to create a way to survive. On of the 
consequences of this study, the concept of First-Person-Study is proposed. 
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１．研究開始当初の背景 
デザインの思考過程に関する研究の多く

は研究目的に基づいてデザインされた「理想
的な」デザイン課題を用いている．注目する
現象を的確に捉えるため，実世界の文脈から
切り離された実験室的なデザイン実験を行
なっている．また，これらの実験的研究では，
研究者とは同一でないデザイナーを被験者
として，その思考過程を分析している．これ
に対して，「現実的な」デザイン（デザイン
実務）の研究は実世界の文脈に埋め込まれた
情況において行なうことが望ましいのでは
ないか，デザインの実践とデザインの研究は
ひとつのデザイン・プロジェクトという文脈
の中で相互補完的に遂行されることが望ま
しいのではないか，デザインにおける言語表
現困難な知をとらえるためにはデザイナー
と研究者が同一であることが望ましいので
はないかという直観が研究代表者，研究担当
者たちの間に生まれていた． 

 
２．研究の目的 
本研究はデザイン知の獲得・形成と適用の

プロセスをデザインにおける創造的認知プ
ロセスとして解明するとともに，創造的認知
を扱うデザイン研究の方法論を構築するこ
とを目的とする． 
デザイン実務にデザイナーと研究者が参

加し，デザイン・プロセスの直観的内部観測
と科学的外部観測を融合することによって，
従来の科学的アプローチのみでは捉えるこ
とができないタイプのデザイン知を浮き彫
りにすることを目指した． 

 
３．研究の方法 
建築のデザイン実務の場をデザイナー（一

級建築士，研究代表者・藤井晴行），クライ
アント（居住者，研究メンバーではない），
研究者（認知科学者，研究分担者・諏訪正樹）
が共有し，各自が構成的ループをまわすこと
によって，デザイナーは建築空間のデザイン
案を完成に近づけ，クライアントは建築空間
における生活イメージを具体化する．デザイ
ナーとクライアントは定期的な打合せによ
って互いのイメージの説明とすり合わせを
行う．デザイナーはデザイン案の合理性の説
明を心がける．打合せを音声記録し，分析対
象とする．研究者は (C1) 創造的認知に関す
る仮説検証のためのデザイン実務への働き
かけ（デザイナーへのインタビュー，メタ認
知の促進など），(C2) 働きかけの帰結の分
析と評価，(C3) 分析と評価の結果に基づく
働きかけの方向づけの構成的ループをまわ
し，創造的認知プロセスの仮説モデルを構成
する．打合せの音声記録に基づいて概念空間
を形成し，創造的認知プロセスの実験モデル
とする．デザインにおける行為と概念空間の

遷移パターンの間に成立する法則性を明ら
かにする．デザイナーは概念空間と自己の創
造的認知プロセスのメタ認知結果をデザイ
ンに反映させる． 
 概念空間の形成は次のように行う．デザ

インに関する各主体のナラティブやインタ
ビューに用いられる語の出現回数，共起関係
に基づいて二種類の概念空間をつくる．外部
観測的視点から形成する大域的な概念空間
と，デザインに関わる各主体の内部観測的視
点から形成する局所的な概念空間である．概
念空間の表現は視聴覚に直感的に働きかけ
るように CG 表現と音楽表現によって行う．
概念空間の計算，CG表現，音楽表現は，主に，
それぞれ，諏訪，藤井，古川聖（作曲家，研
究分担者）が担当した． 

 
４．研究成果 
進行中のデザイン実務におけるデザイン

主体（クライアント，デザイナー）の間の会
話記録（打合せやデザイン案の説明など）や
研究者によるデザイン主体のインタビュー
記録をデザインに関するナラティブ資料と
し，これらに基づいて作成した各デザイン主
体の概念空間（主要な語と語の共起関係によ
って形成される空間）の遷移を各自の創造的
認知プロセスの現れとみなし，以下を行った．
(1) デザイン行為と概念空間の遷移の間に
成立する法則性を分析した． (2) 概念空間
や法則性をデザイン主体に提示して各主体
の創造的認知のメタ認知を促進し，メタ認知
が各主体の概念空間の遷移に与える影響を
考察した． 

デザイナーとクライアントの打合せ記録
を分析するとともに，新たに，デザイナーを
インタビュイーとし，研究者をインタビュア
ーとして，デザイン知の内容や所在を明らか
にしたり，創造的な思考を促進したりするイ
ンタビュー手法の開発を行なった．後者につ
いては，インタビュアーは設計案に埋め込ま
れている暗黙的なデザイン知を浮き彫りに
すべく，以下１〜５を繰り返した．（１）デ
ザイナーによる設計案の説明と説明内容に
関する質疑応答，（２）上記１において言及
されたものごとのひとつひとつ（主として命
題として扱える宣言文または興味の方向性
を示す疑問文）を記した hex という六角形
のメモを並べることによるデザイン知の可
視化，（３）可視化されたデザイン知の再解
釈及びデザインの認知プロセスのメタ認知，
（４）再解釈されたデザイン知を契機とする
デザインの方向性の発想，（５）発想された
方向性に基づく設計案の修正．その結果，外
化されたデザイン知の配置パターンから鍵
となる概念を浮き彫りにすることが可能で
あること，デザイン知には身体性があり，デ
ザイン知を外化することによって身体から



一旦切り離して解釈する過程を通して身体
性を意識することによって創造的認知がな
される場合があることを確認した． 
実際の設計プロセスの言語による説明を

構成的方法論における各フェーズ（生成，イ
ンタラクション，分析，焦点化）に対応づけ
て分析し，創造的認知プロセスの形式的パタ
ーンを抽出した．同様の分析を，既往のイノ
ベーティブなデザインや生存のための即興
的な行動のプロセスに対しても行い，デザイ
ンと生存のための行動との類似性を抽出し
た．これらを通して，言語表現とその指示対
象との柔軟かつ接地性のある結びつきがデ
ザインの思考において重要であるとの知見
を得た． 
デザイン実務の各局面で，デザイン思考は

ややもすると暗黙的になりがちである．デザ
イン実務にデザイン思考をことば化するプ
ロセスを設ける（チームメンバーやクライア
ントとの対話）ことは，デザイナーの思考そ
のものを構成的に進化させることにつなが
ることを，実践的な実験により明確にした．
更に，デザイン思考に関する対話的ことば化
を促進する対話手法を開発し，そのためのメ
ディアとしてメモ帳やツールを開発した． 
また，音楽的創造を軸として研究課題にア

プローチした．音楽のその重要な内実は音楽
情動であり，研究においてこの音楽固有の情
動を日常的な情動と区別し，その音楽情動が
音楽のもう一つの重要な側面である音楽構
造，音楽のシンタックスと，どのような関係
において，どのようなプロセスを経て生じて
くるのかを，音楽課題の制作，実際の作品制
作を通して，構成的方法を用いて研究を行っ
た． 
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